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2022年(令和4年)４月に,義務教育学校として開校します

開校準備委員会だ よ り
(仮称)千年小中一貫教育校
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このたよりは，開校準備委員会で協議された内容や，開校に向けた情報について，地域や保護者の皆様へ

お知らせするために発行しています。

委員の交代

○このたび，村上友望委員（常石すくすくハウス）が都合により退任

され，濱田尚代様が後任の委員に就任されました。

校名について

①応募のあった全ての校名について，代表委員が絞り込みを行います。

※代表委員は，各学区から選出します。

②開校準備委員会において，代表委員が絞り込んだ校名候補（10から20程度）の

中から，教育委員会に提案する校名を協議します。

回第

開校準備委員会
を開催しました

２０２０年（令和２年）【日時】

【場所】

【内容】

うつみ市民交流センター 多目的ホール

７月２９日（水）１９：３０～２０：３０

(1) 報告 委員の交代について

(2) 協議事項 校名・校歌・部会について

(3) その他

校歌について

○各委員が，「地域にゆかりのある方で，作詞や作曲のできる方」がおられるかを考え，次回持ち寄ります。

○子どもたちや地域の皆さんの思いを込めた歌にするため，「校歌の歌詞に入れたいフレーズ・言葉」を

児童生徒，保護者，地域，教職員等から募集することにしました。

校歌に入れたいフレーズ・言葉の募集お知らせ

○応募のあったフレーズ・言葉を参考にしながら，歌詞を作成します。

【締 切 日】 ９月１１日（金）

【応募用紙】 小・中学校：各学校から配付

地 域：各自治（町内）会を通じて各戸配付

就 学 前：各施設から配付

【提 出 先】 小・中学校：各学校(担任の先生まで)

地 域：各自治（町内）会長または各公民館

就 学 前：各施設

皆様のご応募を

お待ちしています！



【（仮称）千年小中一貫教育校】開校準備委員会事務局

福山市教育委員会事務局 管理部 学校再編推進室

電話：084-928-1279 / FAX：084-928-1737

E-mail：gakkou-saihen@city.fukuyama.hiroshima.jp

★次回，第３回 開校準備委員会の開催は，

８月2４日（月）19：30～ の予定です（場所：沼隈支所 ４階 大会議室）

カラーのたよりを

こちらからご覧

いただけます。

施設整備について

○新型コロナウイルス感染症拡大の影響等による施設整備の遅れについて，事務局が経過や対応を説明しました。

その他

○7月初旬各学校で，子どもたちに，学校再編について，教育委員会から話をしました。

今後も学校と連携し，子どもたちがスムーズに新しい学校生活に移行できるよう，取り組んでいきます。

・開校は，予定どおり２０２２年（令和４年）４月とし，

新校舎が完成するまでの間は，千年小学校と千年中学校を

使用し，３学期から新校舎に移ります。

・１学期・２学期も，小中9年間を一体的に捉えた

義務教育学校の特色ある教育課程で学習を進めます。

・校舎は離れていても，教員が移動したり，ICT教育機器を

使ったオンラインの授業を行うなど，工夫して教育活動を

行います。

内容

児童・生徒
へ伝えた
こと

・学校再編は，７つの学校が一緒になって「新しい

学校をつくる」ということ。

・今後，お互いの学校や地域を行き来して，一緒に

学習したり，合同の行事をしたりしながら交流を

深める。

・校名を考えることなど，新しい学校づくりに

皆のアイデアを出してほしい。

・心配なことや新しい学校に望むことがあれば，

先生や保護者を通じて教えてほしい。

○部会のメンバーを各団体から選出いただきました。8月下旬から部会での検討を始めます。

【検討内容】
○服装
（制服，体操服等）

○ＰＴＡ
（組織，規約，活動）など

ＰＴＡ部会

○通学ルート

○乗降所

○通学路の安全対策 など

【検討内容】

通学等部会 ※地域ごとに設置

【検討内容】

○コミュニティスクール※
○教育活動・学校行事等
に係る地域連携

○環境整備 など

地域連携部会

部会について

校舎イメージ

学校・教育
委員会の
思い

・「こういう学校をつくりたい」「子どもたちにこ

ういう力を付けたい」「今の学校のこういうとこ

ろを大事に引き継いでいきたい」ということを

議論し，夢を膨らませながら取り組んでいます。

※コミュニティスクール…保護者や地域住民等で構成する学校運営協議会を設置した学校。一定の権限と

責任をもって学校運営に参画する。地域と一体となって特色ある学校づくりを進めることができる。

○義務教育学校のカリキュラムや学校行事等学校運営について検討するため，7つの学校の教職員と教育委員会

職員で部会をつくり，話合いを始めました。


